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余等ハ腸結核蚊二諸種潰化 器疾 患 二 於 ケルTr.反 慮

ヲ追試 シ、次 ノ如 キ結 果 ヲ得 タ。

1)臨 殊上腸結核 卜診噺 サ レタ者二 於 テハ76・5%、

同ジ〃疑 ノ者二於 テハ40%、 雨者合 シテ68.4%ノ 陽

性傘デアル。 ・1

2)Tr.反 磨ハ 腸結核以外 胃腸粘膜 ノ炎症乃至潰瘍

機轄 ノ存在 ト密接ナ關係 ガアル。

3)Tr.反 磨 ノ反磨物質 ノ本態 二關 シテノ・、血液 ノ存

在ハ必 ズ シモ 必 要條件 デハナク、 叉嚥下 サ レタ喀疲

ノ糞 便 内 混 合 モ 本 反 鷹 二影 響 無 ク、 潰 瘍 面 カ ラ滲 出

ス ル 組織 液 乃 至崩 壌 産物 二 因 ル モ ノ ト考 ヘ ラル。 血

清fア ル ブ ミソ」、 ドグ ロブ リ ン」、 「プ ソ イ ドグ ロ ブ))

ソ」ノ何vモTr.反 懸 二關 與 ス ル ガ、 就 中血 清cグ 質

ブ リン」ガ特 二 關係 ガ深 イ.

4)糞 便 内 「bリ プ シ ソ」量 トTr.反 慮 ト ノ 間 ニ ハ劃

然 タル 關 係 ヲ 認 メナ カソ タ ガ、Tr.反 旛 陽 性 糞 便 内

「ト リプ シ ソ3量 ハ 健 常者 ノ夫yリ 減 少 ス ル ガ 通 則 デ

アノレコ トヲ認 メ タ。
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互 緒

Tribou!et反 磨(以 下Tr.反 鷹iト記 ス)ハ1939

年H.Tribouletガ 始 メ テ昇蒙 ニ ヨ ツ テ糞 便 内

血 清 「アル ブ ミ ン」ヲ褐 色 ノ重 金 屡 結 晶 物 トシテ

沈 澱 析 出 セ シメ得 ル コ トヲ知 リ、、腸 潰 瘍 患 者 ノ

糞 便 二之 ヲ鷹 用 スル 時 ハ 著 明 ナ陽 性 反 慮 ヲ呈 ス
ヘ

ル コ トヲ確 メ タル ニ始 ルe其 後1928年 二至 リ

L.Bonafeガ 此 ノ反 鷹 ヲ臨 躰 的 三腸 結 核 二鷹 用

シテ大 イニ其 ノ診 断 的便 値 ヲ栂 揚 シタゆ 元 來 肺

結 核 二績 費 シテ超 ル腸 結核 ノ高 牽 デ アル コ トへ

内外 諸 家 ノ齊 シ ク認 メ ル所 デ、 本 邦 二於 ケル結

核 屍 ノ剖 検 成 績 ハ何 レモ50%以 上 デ、 中 ニハ93

%二 及 ブ報 告 サヘ アル妖 態 デ アル.然 シ臨 沐上

之 ガ診 断 二當 ツ テハ、 「レ」線 検 査 ガ最 モ確實 ナ

リ トサ レテヰ ル ガ、 小腸 二於 テ ハ未 ダ確實 ナ所

見 ハ無 ク、 殊 二腸 結 核 ノ早 期 診 断 二當 ツ テ ハ今

日尚 幾 多 ノ困 難 ノ存 スル所 デご 臨 林 上 看過 サ レ

ル コ トモ往 々 ア ル。Tr.反 鷹 力糞 便 二昇 天7作

、用 セ シ メル簡 翠 ナ検 査 デ ア ツテ、 腸 結 核 二封 ス

ル診 断 的 便 値 ガ號 表 サ レテ以 來 、1930年 頃 カ ラ

多 藪 諸 家 ノ追 試 ス ル所 トナ リ、 本 邦 二於 テ モ最

近 大 西 、 長 濱 、 今 村 ・中谷 等 諸 家 ノ 詳 細 ナ 追 試

嚢 表 ガ現 ハ レタ。 臨 沐 的 二或 ハ剖 検 的 二診 断 ヲ

下 サ レ タ腸結 核 ノTr.反 鷹 陽 性 率 ハ追試 者 ニ ヨ

ヅ テー 様 デナ ィ ガ、 第1表 三示 ス 如 ク35-100

%ノ 間 ニ ア リ、 其 ノ過 牛 数 ハ80--90%ヲ 示 シ

テ ヰル ノヲ見 テ モ、 可 成 リ高牽 ヲ示 ス モ ノ ト言

ヒ得 ル。 然 シTr"反 鷹 ハ腸 結核 二特 異 的 デハ ナ

久 穂 ユ ル潰 瘍 性腸 疾 患 ニ モ捌 季出王見ヲ見 ル事

ハ、 既 二多 数 ノ撮告 ガ アル所 デ、 更 工 胃癌 、 無

酸 症 乃 至低 酸 症 、 肝 臓癌 、 十 二指 腸 轟 症 、 黄 疸

等 ノ疾 患 二於 テ モ、 又時 二健 康者 ニ モ、 低 傘 デ

ハ ア ル ガ陽性 二現 バ レル等 ノ黙 カ ラ、 腸 結核 或

ハ 潰瘍 性 腸疾 患 ノ診 漸 二封 スル便 値 二 就 イ テ

ハ、 諸 家 ノ間 二賛 否雨 論 ガ アル。 一一方Tr・ 反 懸

言

第 1 表
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ノ本 態 二就4テ モ初 期 ノ血 清 「アル ブ ミ ン」説 二
も

代 ツ テ、 其 後VanMeeちeren等 ヲ始 メ血清 「グ

ロプ リ ン」乃 至 腸 潰瘍 面 ヨ リ滲 出 スル 破 壌 産物

ノ混 入 二墓 因 ス ル ト ノ考 ヘ ニ傾 キ ツ ＼アル ガ、

未 ダ定 論 ハ無 イ様 デ ア が.余 等 モ亦 腸結 核 ヲ始

メ各 種 漕 化器 疾 患 二就 キ本 反鷹 ヲ追 試 シ、 且 ツ

本 反 磨 ノ反 鷹 物 質 ノ本態 ヲ知 ラ ン トシテ本實 験

ヲ企 テ タ。 メ

リ

II實 験 方 法

可 検 便 塊 ノ量 及 ビ浸 出 二用 フル水 ノ量 ハ検 者 ニ ー 量 ヲ選 ンダ。 即 チ栂 指 頭 大 ノ便 塊 ヲ トリ、 蒸溜

ヨ リ可 ナ リマ チ マ チ デ アル ガ、 余 等 ハ次 ノ様 ナ 水約20-・3bccmヲ 加 ヘ テ 撹 搾 シ、 之 ヲ数 枚 ～
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「ガー ゼ」デ濾 過 シ、得 タ濾 液 ヲ、15ccmノ 目盛

ヲ附 シ タ3本 ノ試 験 管 二分 注 シ、 各 二蒸 溜 水 ヲ

加 ヘ テ 全 量 ヲ15ccmト ス ル。 第 一 試 瞼管 ニ ハ

試 藥20滴 加 へ主 試 験 トシ、 第 二 試 験 管 ハ封 照 、

第三 試験 管 ニハ血 液 、 血 清 、 卵 白ド 胃液 、 喀疾

浸 出液 等 ノ 附 加物 質 ヲ添 加 シテ試 藥20滴 ヲ加

ヘ タ。 之等 試 験 管 ハ室 内 二放 置 シ タ。 試 藥 ハ昇

栄3・59、 氷 酵 酸1・Ocgm、 蒸 溜 水100・Occm

ヨリ成 ル モ ノデ ア ル.観 察 時 間 ハ原 法 ニ ヨ レバ

5時 間及 ビ15時 間ニシデ契獣沈澱 ヲ生 ジ、其N

層ガ醐 ニナ陣 ヲ雛 鷹 ノ腰 條件トシ薄

沈 澱 ガ5時 間 後 二生 ジ、 上層 ガ透 明 トナ レバ 強

,陽 性、15時 聞 後 二 斯 クナvバ 弱 陽 陛 トサ レル

ガ、余 等 ハNicolR◎e二 從 ヒ1時 間 及 ビ24時

間後 二観 察 シ、1時 間 後 沈 澱 ヲ生 ズル 卦共 二上

層 透 明 トナル モ ノヲ(什)、24時 間後 二 斯 ク ナ

ル モ ノ ヲ(十)ト 到 定 シ、 沈 澱 ハ生 ジ赤 モ上層 ノ

完 全 二透 明 ト断 定 シ得 ザ ル モ ノハ総 テ陰 性 ト シ

テ取扱 ツ タ。

食餌 中 ノ蛋 白質 ハ普 通 食 二於 テ ハTr.反 鷹 二封

シテ無 影響 ダ トサ レテ ヰ ル ノデ、余 等 モ普 通食

ヲ囁 取 セ シメ タ患 者 二就 イ テ實 験 シ タ.糞 便 ノ

新 薔 二關 シテ ハ大 西 ハ少 シ モ影響 無 キ事 ヲ確 メ.

タガ、 余 等 ハ可 及 的新 鮮 ナ便 ヲ試験 二供 スル檬

二心 掛 ケ タ。

m實 験成績

1)諸 種 消化 器疾 患 二於 ケノyTr.反 癒

翫 購,・ 始 メ腸結核診断 二封スル便{酬 鎖 第2表 舗 織 器総 一於ケルT・.鷹

サレタガ、其後多敷 ノ追試者ニヨリ腸結核二特

有ナ反慮デハナク、他 ノ滑化器疾患 ニモ理バレ

ル事ガ明カニサレタ。余等ハ各種清化器疾患及

ピ健常者96例 二就キ 本反鷹 ヲ行 ツタガ、其 ノ

成績 ノ大要ハ第2表 二示ス通 リデアル.、食道癌
　

2例 デハ陰 性 、 胃癌5例 中2例 陽性 デ、 此 中1
　

例ハ肉眼的ニモ出血 ヲ思ハセル黒褐色便デ、潜

血反鷹強陽性デ アルガ、他 ノ1例 ハ潜血反鷹陰

性デアル。 胃潰瘍11例 年潜血反鷹強陽性 ナモ

ノハ9例 モアルガ、Tr.反 鷹ハ全例陰性デアツ
す

タ事ハ注目二便 スル。 大西ハ過酸性胃潰瘍34

例二絡テ陰性、減酸性胃潰瘍12例 中4例 陽性、

1胃癌18例 中13例 陽性 ヲ見、Tr.反 鷹i二封 シテ

ハ出血 ノ持 ッ意義意外二胃液酸度ソ關係ガ深 イ

黙二注目シテヰル。 ・

腸疾患A於 テハ十二指腸潰瘍2例 中1例 、腸癌

1'例、直腸癌3例 中2例 、急性大腸炎3例 申3

例、(慢性大腸炎2例 ハ陰性)赤 痢6例 中3例 、

「アメーバ」赤痢2例 、十二指腸轟症7例 中3例

計30例 中9S例 ノ陽性例 ヲ見 タc之 等陽性例 ノ

糞便性状ヲ見ルニ、十二指腸贔症 ヲ除ク外、穂

テ粘液性、膿性或ハ出血性 ノ異常ナ下痢便 デァ

「

病 名

食 道 癌食胃
「曽 潰 瘍

灘 遭 癌
胃 炎 、

十二指腸潰瘍
_喩

腸 腸 癌

直 腸 癌
一 騨

L塾 牲 大 腸 炎

疾 糧 性 大 腸 炎
赤 痢
「アメ ー ・㍉ 赤痢

陣

轟 垂 炎

肝

思+二 指腸 贔症

蜘 轟 症
庸㎜輔隔騨開隔一 一 鱒_一 一 一一一讐「響一一一一畠一一』「ド℃

1肝 臓 癌
一 一

劉響 嚢
其 ノ 他 ノ疾 患

計
一

健 康 者

]鰍 撫擁雛 陽野
£0210
-… 一 ■

…5

≧

2

i

}3

[3

_立.靴
轡23

02
___一 嗣1

1、1

ト ー 一 … 一 一一 一 一
110

2!1

30

02

633

220

202

7314

一焦
巡L

0

ハU5

一 一一→ 一一 一

2、 一 τ 一 τ 一…泄…

22,0

101

110

ド距1二刷 燕
173235031.5
　　 　 く

22022}0

ル事 ガ特 異 デ ア ツ タ。

メー バ」赤 痢 二 於 テバ2例 共 陽性 、

100

66.'

100

0

50

100

0

428

100

0

100

余等 ノ場合赤痢即チ「ア

細菌性赤痢

二於 テハ陽性率50%デ アツタ。一般二大腸下部
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臨

ノ潰瘍 性 疾 患 デ アル赤 痢 ニハ、Tr.反 鷹 ハ高 峯

二陽性 デ ア ル トス ル モ ノが多 イ。 坂 井 、 大 西 、

Tise11ハ100%,今 村 ・中 谷 ハ約60%ノ 陽 性 率

ナ リ ト報 告 シタ。 其 他Tr.反 鷹 陽 性 率 高 キ直 腸

鑑r急 性 大 腸 炎 二於 テ ハ大 西 、長 濱 、岡tTisse1

等 モ亦90-100%ノ 陽 性 ヲ:報告 シテヰ ル。

腸 「チ フス」患 者22例 二村 イ テ 病 掴 経 過 ヲ 追 ツ

テ55同 二五 ツ テ本皮 鷹 ノ清長 ヲ 観 察 シ タ。 但

シ余 等 ノ検 索 シ タ22例 中 第1病 週 カ ラ 観 察 シ

鷺 り叢姦饗ζ裟緊 総 説 ご養/
テ陽 性 ヲ示 シタ ニ過 ギ ナ イ。 此 ノ陽 性 例 ノ糞 便

性 状 二就 イ テへ 落車 反 鷹 ノ彊 陽 性 ナ ル モ ノガ

4例 中2例 ア ル外 異 常 ハ ナ イ。 此 ノ4例 ハ何V
が

モ獲病後第§乃至第4病 週 デr疾 病 ノ経過二從

ヒ第5乃 至第4濾 過デ絡テ陰性 トナツタ。登病

第1乃 至第2病 週 ノモノガ7例 アルガ、何Uモ

陰性 デアヅタ。潜血反鷹ハTr。 反慮 が甑 二陰性

ニナツテモ爾陽性二上ツテヰル。帥チ余等 ノ成

績 二～U・ ボ・ 腸 「チ フス」二於 テ ハ第1乃 至 第2

病 週 デハTr。 反 鷹 ハ全 ク陰 性 デi潰 瘍 ノ形 成 サ

Uル 第3乃 至4病 週 ニン ミ陽 性 二出i現 シ、 第5

乃 至6病 週 二入 リi潰 瘍 面 ノ恢 復 二 向 フ時機 二
ま

消 失 スル黙 ハ假 令 余 等 ノ實 験 二於 テTr.反 懸 陽

性 率 が低 値 ヲ示 シタ トハ云 へ 腸 潰 瘍 ノ存 奪 ト

Tr.反 鷹 トノ關 係 ヲ明示 スル モ ノ ト云 フ事 が 出

来 ル。田 村 、 森 ・陳 等 モ亦 腸 「チ フテ勺 患 者 ゴ 於
譜

ケルTr.反 鷹 賜 姓 ノ時 機 ト病 週 ト ノ關 係 ヲ観 察

シタ ガ、 余 等 ノ成 績 ト全 ク一致 シ、 第1病 週 ハ

、 第3表 腸 「チ フメ諺患 者 ノTr.反 磨
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陰性 デ ア ツ テ、 第2i週 ノ 後 孚 カ ラ 陽 性 二 現 ハ

レ、第3乃 至4病 週 二反 鷹 最 モ彊 ク、 以 後 再 ビ

鵬 二從 ツ テ陰 幽 ナ ル ノヲ認 メテ ヰ ル。

肝 臓疾 患 二於 テハ肝 臓 癌2例 ハ何 レモ陽'性、 肝

臓 徽毒1例 陽性 、 肝 硬 攣 症 、 膿 石症 各1例 ハ陰

性 、計5例 中3例 陽性 デ ア ツ タ。 糞 便 性 状 ハ何

レ ノ例 二於 テ モ異 常便 デハ ナ ィ。

其 他 ノ疾 患18例 中 「ネ フ ロー ゼJ、 悪 性 肉芽 腫、

脊髄 室洞 症 ノ3例 二陽性 ヲ見 タ ガ,之 等 陽性 例

ノ糞 便性 状 ハ漕 血 反 慮 ガ3例 中2例 二陽性 デ ア

ル以外 異 常 ヲ認 メ ナ ィ。

封照 トシテ健 常者22例 二 付 イテ 検 査 シタガ線

テ陰性 デ アヅ タ。

以上 ノ成績 ニ ヨ リTr.反 鷹 ハ 腸 「チ フ ス」、 赤

2)

臨躰上腸結核 ト診断 シタ17例 並 二腸結核 ノ疑
　

ヒノ者5例 二付 イ テ検 査 シタ成 績 ノ大 要 ハ第4
ミ へ

俵 二示 ス通 リ、膓結 核 二於 テハ17例 中13例 、

検 査 同数23回 中18同 ノ陽 性 デ ア ツ タ。 検 査 例

敷ca付 イ テ ノ陽 性率 ハ76.5%デ アル。 同 ジ ク腸

結 核 ノ疑 アル者 ハ 陽性 奉40%デ 、爾 者 ヲ合 ス レ

痢、「アメーバ」赤痢、大腸炎、腸癌、直腸癌、

十二指腸潰瘍等 ノ如 キ腸粘膜 ノ炎症或 ハ潰瘍機

韓 ノ存スル場合 二陽性率高 久 特二清化液 ノ影

輕 ヲ受ケル事少キ大腸下部 ノ斯カル病攣 ニシテ

膿、肉眼的無攣化血液 ヲ混入スル如キモノデハ

100%陽 性 デアル ト云 ヒ得ル。其他肝臓癌、肝臓

徽毒、十二指腸贔症等ニモ往々陽性例分アルや

胃疾患二於テハー般二陽性率低 ク、 胃癌 デハ

屡 ζ陽性 ヲ示ス場合ガアルガ、胃炎特二胃潰瘍

デハ縮 テ陰性デアツタ事ハ、腸疾患 ノ陽性率高

イノト封比 シテ興 味アル事實 デアル。清化管 ノ

上位 ノ潰瘍性病攣程陽性率ガ低イ事ニナリ、腸

管内 ノ浩化作用ガ極 メテ重要 ナ意義 アル事ガ首

肯 サレル。

結 核症 二於 ケノレTr.反 態

バ22例 中15例 、68,4%ノ 陽性率二當 リ、第1

表二示 シタ多薮先人 ノ鶏 試成績二略 く一致スル

成績 ヲ後 タ。弦二云フ腸結核ハ「レ」線検査ヲ鋏

クモ、縮テ相當期間入院 セシメ、此間臨林的 二

貧血、腹部抵抗或ハ硬結、腹部 自獲痛或ハ墜痛、

下痢便秘下痢便泌 ノ交互二來ル場合 ノ諸症状及

第4表 肺 結 核 トTr.反 磨
夢
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検

査

同

藪

検

査

人

員

鍛

名

陽 性 反

人 員 数 楡 査 同 数
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一般 状態 ノ糞 便 中 ノ結 核 菌 ノ謹 明 等 ニ ヨ リ診 断

ヲ下 シタ モ ノデ リア リ、 其 ノ疑 ヒ ノ者 ハ腸 結核

ト噺 定 ハ シ難 イ ガ、 前 記 腸 症AiRノ 幾 ッ1ヵヲ有 ス

ル モ ノ ァ ァ ル 。 一

腸 症 歌7俘 ハ ナ イ肺 結 核38例 、 検 査 同 籔50同

ノ成績 ハ16例16同 二陽性 デ ア リ、42;1%ノ 陽

性 率 二當 ル.而 シテ余 等 ノ検 査 シ タ腸 症 状 ヲ俘

ハ ナ イ肺 結 核 患 者 ハ 輕症 者 ハ少 ク、 殆 ド重 症 ノ

モ ノデ ア ツ タ。此 ノ42.1%ノ 陽性 率 ハ腸 結 核 ノ

陽性 率76.5%二 劣 リ、 約 其 ノ孚 二當 ル。 次 二

腸 結 核 ノ有 無 二 關 セズ開 放 性 肺結 核55例73同

ノ検 査 成 績 ヲ ー 括 ス レバ 陽 性 率 ハ56.4%ニ ナ

リ、 肺 結 核 二於 テノ、其 ノ約 孚 数 ハTr.反 鷹 陽 性

ト云 フ結 果 ニ ナ ル。

肺 浸i閏 二於 テハ 第4表 二 示 ス 如 ク12例 中2

例、16.6%ノ 陽 性 率 デ ア リ、 結 核 性 肋 膜 炎 、 腹

膜 炎或 ハ肋 腹 膜 炎 二於 テハ28例41回 ノ検 査 中

5例5同 ・17・8%ノ 陽雌 率デアルニ過 ギナ4 。

大西、長濱等 ハ肺結核患者 ノ胸部「レ」線像 ト

Tr・反癒iトノ關係ヲ詳細 二調査 シタガ、 初期肺

結核 二於テハ陽性率低 久 晩期肺結核特二重症

例二於テハ陽性率 ガ著 シク高 イ事 ヲ観察 シタ。

余等 ノ検査 シタ肺結核55例 中陽性二 出現 シタ

31例 二就 イテ手亦同様 ノ關係 ノアル事ヲ観察

シ、何 レモ進行セ ル晩期 ノ重症肺結核 デアツ

タ.之 等 ノ症例ハ臨躰上二腸結核 ヲ診噺サレル

ニ至ツテ居ナイガ、腸 二結核潰瘍性病憂ガ無イ

事 ヲ意味スルモノデナイカラ、其内ニハ腸結核

ガ含マレテヰタ事 モ當然考ヘネバナラヌ。第4

表二示ス肺結核例中ノ陽性例 ヲ今少 シク仔細二

観察スレバ、陽性例ハ検査 スル毎二侮同陽性 ト

ハ限 ラナイ。初 メ陽性 デアヅテ後 日陰性 トナル

モノ、初メ陰性デァツテ後 日陽性 ヲ績ケルモノ

等種々ノ場合ガアル。

3)糞 便 ノ性 歌 トTr.反 癒

イ)潜 血 反 慮 卜Tr.反 癒 ノ

Tr.反 慮 ・・Tribouletニ ヨ し〃ご面 清 「アル プ ミ

ン」ニ ヨヅ テ 起 ル モ ノ トサvタ ガ.其 後Van

Meeteren,長 濱 等 ハ血 瀞 グPtプ リ ン」説 ヲ構 ・《

ル ニ至 ツ タ。 故 二何 レニ シテ モ糞 便 内血 液 混 入

ガ 關與 ス ル コ トハ 第 一 二考 ヘ ラt・ル所 デ アル。

糞 便 ノ,潜血 反 鷹 トTr.反 懸 トノ關 係 ヲ検 索 シタ

人 々 ノ中、 田 村 、 沖 田 ・指 宿、 岡、 千 彙、 長 濱 、

Wiesbr・ck等 ・・爾 者 間 ニー 定 ノ 關 係 ・・見 出 サ

レナ イ ト報 ジテ ヰ ル ガ、 大 西、Robinson等 ノ∫

糞 便 内 血 液 ノ 濃 度 二 転 ツテ 異 ル コ トヲ 實 詮 シ

ダ。 然 シTr.反 慮 陽 性 デ 潜 血 反 鷹 陰 性 ノ 事 モ

屡 く認 メ ラ レル ノデ、 本 來 ノTr.反 鷹 ハ血 液 ノ

有 無 ニ ハ無 關 係 ノ様 デ アル ト報 ジテ ヰ ルnVan

Meeterenハ 漕血 反 鷹 陽性 、Tr、反 磨 陰 性 ノ揚 合

ハ 十 二 指 腸 ヨ リ上部 漕 化器 ノ出血 ガ考 ヘ ラ レ、

Tr.反 鷹陽 性 ノ時 ハ 十 二指 腸 ヨ リ上 部 ノ出血 ハ

大 雅 二於 テ除 外 シ、 夫 レ ヨ リ以 下 ノ消 化管 ノ出

,血ヲ意 味 シ、 依 ヅテTr.反 鷹 ハ 漕化 管 出 血 ノ部

位 決 定 ニ モ慮 用 シ得 ル ト言 ツタ.即 チ氏 ハ清 化

第5表 潜 血 反 癒 トTriboulet反 慮

潜蝿 　 R(肺 結 核検査同数70回){
(覆灘 監

16(22・9%){76(36・2蓬)

管 二食餌.ト シテ入 ル 蛋 白質 ハ 胃 。十 二指 腸 デ分.

解 セ ラ レ テ 応.反 鷹 ハ 陰 性 トナ ル ガ、-響1二指腸

以 下 ノ清 化 管 カ ラ由 來 ス ル蛋 白質 ハ、 分 解 セ ラ

レズ腸 内容 ト混 ズ 矩爲 陽 性 トナ リ、此 ノ關係 ハ

試 瞼 管 内 二於 テ モ亦 謹 明 シ得 ル ト云 フ。 余 等 モ

潜 血 反 懸 トノ 關 係 ヲ追 試 シタガ、 肺 結 核49例

70同 ノ検 査 成 績 拉 二検 査 セル縮 人 員223例280

同 ノ検 査 成績 トヲ表 示 ス レバ 第5表 トナル。潜

血 反 懸 陽 性 デ モ必 ズ シモTr.反 鷹 陽性 トハ隈 ラ

ズ、 肺 結 核 例 二於 テ肉 眼 的 出血 ヲ認 メナ イガ、

脅 血 反 懸 彊 陽 性 例 二於 テ モTr.反 懸 陰 性 例 ハ

22.9%ニ シテ、更 二潜 血 反 懸陰 性 ナ ルニ拘 ラズ

Tr.反 鷹 陽 性 例 モ24,3%二 存 ス ル カ ラ シテ、

余 等 モ亦 爾 者 ハ必 ズ シモ拉 行 シテ出卑 スル モ ノ
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デナ1事 ヲ知 ツタ。 又Meeterenノ 読 ヲ肯 定 出

來難 イ檬 ナ藪 例 モ ア ヅタ。余 等 ハTr.反 慮 陰 性

糞便柚 出液 二 血液5滴 附加 シテ反 鷹 ノ攣 化 ヲ検

シタ グ、 検 査 同 藪43同 中19同(44.2%)ノ 陽性

化 ヲ見 タニ過 ギ ナ'イ。 前 述 ノ如 ク潜晦 反 鷹 陰 性

デTr.反 鷹 陽 性 例 モ屡 く見 ラ レル事實 ト合 セ考

人 ル ト、本反 鷹 ノ陽性 トナル ニ封 シテ ハ、全 血 液

ノ存 在 ハ 必 ズ シモ必 要 トシナ イ ト云 ヒ得ル 。

ロ)下 痢 トTr.反 鷹

肺 結 核患 者 二於 テハ其 ノ長 イ経 過 中種 々 ナ ル清

化器 障 碍 ヲ 來 ス ガ、 就 中 下痢 ハ 最 モ屡 く現 バ

レル症状 デ アル。 頑 固 ナ 下痢 或 ハ下 痢 便 泌 ヲ繰

返 ス檬 ナ場合 、 臨 躰 上腸 結 核 ヲ疑 ハ シ メル重 要
き

ナ徴 候 ノー ツデ ア ル。 斯 様 ナ 下痢 便 ト普 通 便 ト

ノ相連 ニ ヨ ツテTr・ 反 鷹 二影 響 ガ アル カ否 カ ヲ

検 討 シ タ。 第6表 二示 ス如 ク肺 結 核49例70同

第6表 下痢便 トTriboulet反 磨な

蟹彊 編)}(蕪1糺)
卜R(+)IT!lr・.R.i!→Tr-R(+畑(一)

下鞭 「 語211745'

固形便{〆14 17 16 132

ノ検 査 デハ 下 痢 ト普 通便 トノ比 ハ1:0.75デ ア
蔑

ツテ、 之 ヲ非結 核 ノ下痢 ・普 通 便 ノ比1:2.4二

比 ス レバ 、肺 結 核症 二於 テハ 著 シ ク下痢 ノ出現

李 ハ高 イ。 肺結 核 症 下痢 便 ノTr.反 鷹i陽性 率 ハ

46.2%、 非 結 核 症 下 痢 便 ノTr.反 慮 陽性 牽 ハ

27,4%デs前 者 ノ陽 性 率 ガ遙 二高 イ。 次 二普 通

便 デハ 肺結 核 二於 テ45.2%ノ 陽 性牽 六 下痢

便 ノ場 合 ト略 ζ同率 二近 イ結 果 ヲ得 タ ガ、 非結

核 症 二於 テハ普 通 便 ノTr.反 鷹 陽性 牽 ハ18。1

%デ 、下痢 便 ノ場 合 ヨ リ更 二低 率 デ アル。 要 之、

4)

肺 結核 患者 殊 二腸結 核 ヲ俘 フ者 二於 テハTr.反

鷹 ノ陽性 率 ガ高 イ コ トハ既 述 ノ通 リ デ アル ガ、

肺結 核 患 者 ハ 日常 喀 疾 ノ縮 テ ヲ喀 出 スル モ ノ ト

ハ限 ラズ、 一 部 ハ嚥 下 サ レ、 糞 便 二移 行 スル コ

/

肺 結 核 症 二於 テハ 下 痢便 デ 噌 通 便 デモTr.反

鷹 ハ略 く伺 率 二 陽 性 二出 ル ガ、 反 之 非 結 核 性 疾

患 二於 テハ下 痢 便 ノ方 ガ普 通便 テ比 シテ陽性 率

ガ断 然高 イ ト云 ヘ ル。 千 葉 ハ 小 見 肺結 核 二就 イ

テ検 査 シタ ガ、不 清 化 便 ノ場 合 ニ ハ75%、 清 化

便 ノ場合 ニ ハ56%ノ 陽 性 デ ア ツ タ。 長 濱 ハ同

檬 肺結 核 患 者 二就 イ テ検 査 シタ所 ニ ヨレバ、 下

痢 便 ノ場合 ニ ハ 凡 ソ75%、 普 通 便ノ 場 合 ニ ハ

22.2%ノ 陽性 率 デ ア ツ タ。

ハ)粘 液 ノ有 無 卜Tr.反 慮

糞 便 中 ノ粘液 有 無 ガTr.反 鷹 二如 何 二影響 スル

,カ バ、第7表 二示 ス所 デ アル。 肺 結 核 症70同 ノ

検 査 中 肉眼 的 二粘 液 ノ存 在 ヲ確認 シ タモ ノ9同

第7表 粘液 トTriboulet反 磨

粘 液撫 圃 肺結核 簡 嶽 騨
9(34。6%)

1
一一」

17(65.4%)

デ、 此 ノ内Tr.反 鷹i陽性 ハ7回(78%)デ 高 率 ヲ

示 シタ。 反 之 粘 液 ヲ 謹 明 シナ イ61同 中Tr・ 反

鷹 陽 性 ハ25同(41%)デ アツ タ。 非結 核症 二於

テ・・粘 液 便 ハ210同 中26同 デ、此 ノ内Tr反

鷹 陽 性 ハ9同(34.6%〉 デ アル。 粘 液 ヲ謹 明 サ レ

ナ イ184同 中Tr.反 鷹 陽性 ハ27同(14.6%)デ

ア ヅ タ。 要 之 、非 粘 液 便 ハ肺 結 核 症 二於 テハ41

%ノ 陽 性 率 ヲ示 ス ガ、 肉眼 的 二粘液 ヲ確i認スル

場 合 子ハTr・ 反 鷹 ハ略 く80%二 陽性 デ アル。

即 チ肺 結 核 症 二 於 テハ 粘 液 便 ハ 陽 性率 ガ高 イ 壽

ガ、 非 粘 液便 二於 テ モ相 當 高 率 二Tr.反 鷹 陽 性

例 ガ アル.反 之、 肺 結 核 以 外 ノ疾 患 二就 イテハ

粘 液 便 二於 ケ ルTr.反 慮 陽性 率 ハ前 者 ヨ リ著 シ

ク低 位 ニ アル、

喀疾附加試瞼
夢"

トハ 明 カ デ アル.糞 便 二喀 疾 ノ 移 行 ス ル 事 ガ

Tr.反 鷹 二影 響 二及 ボ ス モ ノナ リヤ否 ヤ ヲ検 索

ス ル事 ハTr.反 鷹 ノ本 態 ブ究 明 スル 上 二必 要 事

項 ナ レ菊 、 未 グ之 二關 ス ル報 告 ニハ接 シテヰ ナ
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【第21巻

イ。2-3ccmノ 蒸 溜 水 二 喀 疾 ノ 少 量 ヲ混 ジ、

ヨク 擬 拝 シテ 之 二Tr.反 鷹 試 藥2-3滴 々下 ス

レバ 、1時 間 後 ニハ 明 カ ナ 白色 沈 澱 ヲ生 ジ、 上
ま

清 ハ透 明 トナ ル。 ソコ デ余 等 ハ糞 便 抽 出液 二肺

結 核 患 者 喀疾 ノー 定量 ヲ混合 シテ友 鷹 ノ璽 化 ヲ

検 シ、 第9表 二示 ス如 キ成績 ヲ得 タ。 肺 結 核 患

者 ガ1同 二喀 出 ス ル喀 疾(2--3>ccm二 生 理 的 食

盟 水5ecmヲ 加 へ、 ヨク撹 搾 シ タ後 、 「ガ ー ゼ」

ニ テ濾 過 シ
、 濾 液3滴 及 ビ10滴 ヲ 試 験 管 二 滴

下 シテ反 慮 ヲ検 シタ ガ、 喀 疾 附 加 ニ ヨ ツテ反慮

二璽 化 ヲ現 ハ シタ モ ノハ28例 申1例 モ 無 カ ツ

タ。 即 チTr・ 反 慮 陰姓 便抽 出液 二喀 疾 ヲ附 加 シ
,、

テモ 陽性 二i現ハt!ル モ ノナ ク、 又Tr,反 慮 陽'性ve

便 抽 出液 二 於 テ モ 反 慮 ガ 壇 強 サ レ タモ ノハ 無

ク、 ム シ ロ幾 分 反慮 ノ彊 サ ガ抑 制 サ レル様 ナ親

ガ アル ノ ヲ認 メ タ。 叉糞 便 抽 出液 二喀疾 ヲ同様

3滴 及 ピ10滴 附 加 シテー 書 夜 解 卵器 中 二 放 置

5)

後 、 之 ヲ取 出 シテTr.反 慮 試 藥 ヲ滴 下 シテ反 慮

ヲ検 シタ ガ、 之 モ亦反 鷹 二何 等 ノ愛 化 モ現 ハ レ

ナ カ ツ タ。 上 遽 ノ通 ウ生 理 的 食盟 水 ニ テ稀 裡 シ

タ喀 疲3滴 及 ビ10滴 ヲ 試 験 管 二 附 加 シタ ノデ

アル ガ、 其 ノ喀 疾 混 合 濃 度 ハ肺 結 核 患 者 ガ1日

二假 二5-10cemノ 喀 庚 ヲ嚥 下 シ、1日 ノ排 便

量 ガ ユOOpa-17095考 へ、嚥 下 サ レ タ喀疫 ガー-ee

二糞 便 二混 和 サ レル モ ノ ト假 定 セバ
、糞 便49

ヲ秤 量 シテ水 ヲ加 へ、90ccmノ 柚 出液 ヲ作 リ、

之 ヲ6本 ノ試験 管 二分 注 シタ ノデ アル カ ラ、 喀

疾 稀 繹 液3滴 ヲ1本 ノ試 瞼 管 二附 加 シタ場 合ハ

肺 結 核 患 者 ノ糞便 申 二 日常 混合 サ レテヰ ル ト考

ヘ ラ レル濃 度 二大 略 一致 シb10滴 附 加 ノ場 合バ

可 成 リ大 量 二混合 サ レタ モ ノ ト見 倣 シ得 ル。 然

ル ニ喀疾 附 加 ニ ヨツ テTr.反 鷹 と毫 モ影 響 ヲ認
5

メ ナ カ ヅ タ。

●

漁 清拉 二卵 白「アノげ ミン」、 「グ ・ プ ソン」附 加 試験

Tr.反 慮陰性便抽出液二血液5滴 ヲ附加 シテ反

鷹 ノ愛化 ヲ観察 シ タガ、43同 ノ検査中19同

(44・2%)ノ 陽性化 ヲ見 タ。血清申 ノ如何 ナル蛋

白成分ガ反慮 二關與 スルカヲ確メル爲、長濱 ト

第8表 附 加 試 験s

附 加 物 質 触 雁雛i惹 雛

血 液i嫡i招1(44搦 24

(55.8%、

血 清 「アル ブ ミ
ン〆」

藝

1÷薯÷
4 1

夢__

卜一

{10

1・ 4

以 上 合 計
5

(50%)}
5

(50%)
血 清 「グ ロ プ リ5滴一
ンrJ

5

5
-

10

50

10滴 5 lo

以 上 合 計
10

(100%) 0

血 清 「プ ソイ ド
グ ロ ブ リ ソ」

・・ 滴}3;(2、-66
.6%)擁 勧

卵 白 1蝿 「「

一一

7}(42
.1%)・(57翫)

卵 「アル プ ミソ」

5滴i玉P 013

10滴
.竺i

㎜,一}一

20滴 ・ユ}0

βo}

014

{3

以 上 合 計0 { 30

《100%)

卵 「グ"プ リ ソ」

2滴 10
{

6

2 8羅一

5濡 繭 0 6

8滴 乱
7

-

32

1 8

10滴 3-一 一6

(13.8%)

4

以 上 合 訂
26

(81.3%)}勧 一

3
μF}

i5%5滴 _____1

11
__i

11 卜

916

純 「アル ブ ミ ン」
2%5滴 10 1

2%苛 性

曹蓮5滴

0

11 0

←
以 上 合 計i(87雪%)

1-一 一 ・

131
、4

(12.9%)

純 「グ ロ プ リン」

(1%)

3滴 一 9

24
一 一

ユ
35

2・7

5滴一_
8滴

6 18

1 1,
『

以 上 合 計
9

(25,7%)
26

(74。3%) 咀

同檬 ノ血 清 分 屑 沈 澱 法 二隷 リ、血 清 二硫 酸 「ア ン

モ ン」ヲ加 へ、血 清 「アル ブ ミ ン」、「グロ プ リン」、

「プ ソイ ド グロ プ リ ン」 ヲ 分 離 シ
、 之 等 ヲ 夫 々

Tr.反 鷹 陰 性 便 抽 出液 二5乃 至10滴 附 加 シ テ

反 磨 ノ攣 化 ヲ検 シタ。 其 ノ成績 ノ大 要 ハ第8表

二示 ス如 ク
、 血清 「アル ブ ミ ンJ附 加 ニ ヨVバ 、

10例 中5例(50%)、 血 清 「グ ロ ブ リ ン」附 加 二a
ノ 〆
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レバ10例 中 全 例(100%)陽 性 化 ヲ見、血 清 「プ ソ

イ ドグ ロ ブ リ ン」附 加 ニ ヨvバ3例 中2例 ノ 陽

性 化 ヲ見 タe封 照 實 験 トシ テTr.反 慮 陰 性 便 抽

出液 二硫 酸 「ア ンモ ン」溶 液 ヲ10乃 至20滴 附 加

シテ モ反慮 系ハ攣 化 ヲ來 サ ナ ィ。 以 上 ノ實 瞼 成

績 ニ ヨ レバ 血 清 「グ ロ ブ リ ン」ガ本 反鷹 二最 モ關

係深 キ ヲ思 ハ セ ル ガ、 然 シ血 清 「アル ブ ミ ン」、

£プソ イ ドグ ロ ブ リンJニ ヨ ツテ モTr.反 鷹iハ陽1

性 二轄 化 ス ル モ ノ アル ヲ認 メ ザ ル ヲ得 ナ ィ。 債}

健 康・者 胃液1ccmヲTr.反 懸 陰 性 便 抽 出 液 二附

加 スル事 ニ ヨ リ、 反 懸 ノ陽 性 化 ヲ示 シ タモ ノハ

20例 中1例 モ認 メ ナ カ ツ タe

元 來Tr.反 鷹 ハ特 二 多量 ノ蛋 白質 ヲ囁i取 シナ イ
　

限 リ、 食 餌 中 ノ 蛋 白質 ニ ハ 影 響 サ レナ イ トサ

レテヰ ノ%帥 チ食 鋤 ノ 蛋 白質 ・・胃 二於 テ「ぺ
～プ

シ ン」ノ作 用 ニ ヨツ テ 分 解 サ レノ靴力 或 ハ酸 ニ

ヨツ テ攣 性 サ レ、 更 二膵 液 、 腸 液 ノ分 解 ヲ受 ケ

ル カ ラ普 通 盆 二於 テ本 反 鷹 ヲ實 施 シテ支障 ナ シ

トサ レテ ヰ ル。 大 西 ハ 鶏 卵 ヲ1日15個 宛 食 シ

タ人 二於 テ モ、 本 反 鷹 ハ 常 二陰 性 デ ァ ツ タ事 ヲ

経i瞼 シテ ヰ ル。Steinu.Dierichハ 食 餌 中、 蛋

白質 ノ影 響 ヲ考 慮 シテ3日 前 ヨ リ被 検 者 二蛋 白

質 ヲ制 限 シテ本 反鷹 ヲ實 施 シタ。Wiesbrockノ ・

兵螢 拉 二療 養 所 二於 テ多敷 ノ實瞼 ヲ行 ツタ ガ、

魚肉飽食後 ノ下痢便デハTr.反 懸陽性例ガ多カ

ツ タ ト報 ジテ ヰ ル。 沖 田 ・指 宿 モ 健 康 者 デ 普 通

食 ヲ囁 ル時 ハTr.反 憲 陰 性 デ アル ガ、 蛋 白質 飽

食後 二於 テ ハ大 多 数Tr.反 鷹 陽 性 デ ア ツ タ ト報

ジタ。 余 等 ハ 胃液 ノ影 響 ヲ受 ケ ナ ィ盆餌 性 蛋 白

質 ガ本 反 慮 二如 何 二影 響 ス ル カ ヲ知 ラ ン ト欲 シ

テ、 卵 白、 卵 白 「アル ブ ミ ン」、,卵 白「グ ゴ ブ リ

ン」ヲ夫 々附 加 シテ反慮 ノ 憂 化 ヲ検 討 シタ。 其

ノ成績 ノ大 要 ハ 第8表 二示 ス如 クTr.反 鷹 陰 性

便 抽 出液 二卵 白1ccm附 加 セ ル 場 合 ニ ハ7例

申3例(43%)ノ 陽性 化 ヲ見 タ。 次 二卵 白 ヲ次 ノ

分 劃 法 二擦 リ、 「アル ブ ミ ン」ト「グ ロ プ リ ン」二

分 離 シテ添 加 實 験 ヲ行 ツ タ。 新鮮 ナ鶏 卵 ヨ リ注

意 シテ卵 白 ヲ分 離 シ、 ヨ ク擁 搾 シタ後 布 デ濾 過

シ、 濾 液 ヲ ヨクi麗搾 シツ ㍉之 二等 容 量 ノ飽 和硫

酸 「ア ンモ ン」溶 液 ヲ少 シ宛 加 ヘ ル時 ハ 沈澱 ヲ生

ズ ル。 之 ハ卵 白「グ ロ プ リ ン」デ蒸 溜 水 ヲ加 ヘ ル

ト、 別 二 け ル ヵ リJヲ 加 ヘ ズ トモ 「グ・ プ リンJ

ガ溶 解 スル、 次 二此 ノ「グ ロ ブ リ ン」ノ沈 澱 ヲ除 爆

イ タ濾 液 二飽 和 硫 酸 「ア ンモ ン」溶 液 ヲ追 加 シテ

微 溜 濁 ヲ生 ゼ シ メ、 極 メ テ少量 ノ水 ヲ加 ヘ テ此

ノ溜 濁 ヲ浩 失 セ シメ ル。 然 ル後 ヨク撹 搾 シツ ・

1乃 至2%稀 酷 酸 ヲ滴 下 シテ再 ビ漏 濁 ヲ生 ゼ シ

メ テー書 夜 放 置 ス レバ無 色 ノ 栗 毬 状 ノ卵 白 「ア

ル ブ ミ ンJノ結 晶 ヲ得 ルe

斯 ク シテ得 タ卵 白 「アル ブ ミ ン」ノ1%溶 液 ヲ

5乃 至20滴 ヲTr.反 慮 陰 姓 便 柚 出液 二 附Pnス

ル事 ニ ヨ リ、Tr。 反 懸 ノ 陽 性 化 ス ル モ ノハ30

例 中1例 モ無 イ。 卵 白 「グ ロ プ リ ン」ノ2%溶 液

ヲ同様 二 附 加 スt/バ32例 中6例(18・7%♪=陽

性 化 スル ノ ヲ観 タ。 ぞ

次 二純 卵 「アル ブ ミ ン」結 晶 ノ2乃 至5%溶 液5v

滴 ヲ附 加 スvバ20例 中16例(80%)、=苛 性 「ソー

ダ」加2%「 アル ブ ミ ン」溶 液57商 ノ1府加 言式1瞼二

於 テハ11例 悉 ク 陽 性 化 シタ。 苛 性 「ソー ダ」溶

液 ノ ミ ノ添 加 デハ 陽 性化 セ ズ。 帥 チ、「アル ブ ミ

ン」附 加 ニ ヨ ツ テハ 合 計31例 中27例(87.1%)

ノ陽 陛化 ヲ観 タ。

純 「グ ロ プ リ ン」1%溶 液 デハ3滴 ノ附 加 ニ ョ

リ9例 中2例 陽姓 、5滴 デ ハ24例 中6例 陽 性、

8滴 デ ハ2例 中1例 陽性 トナ リ、結 局35例 中9

例(25.7%)陽 性 トナ ツ タe

以 上 ノ検 査 成 績 ヲ 要 約 ス レバ、 血 液 、 血 清 「ア

ル ブ ミ ン」、 「グ ロ ブ リ ンJ、 及 ビ卵 白 「グ ロ ブ リ

ジ」、純卵 白「アル グ ミン」、純卵 白 「グ ロ ブPン 」、

卵 白等 ノ何 レニ依 ヅテ モ反 慮 ハ 陽性 化 サ レ、 就

中血 清rグ ロ ブ リンJ(100%)及 ビ純 卵 白 「アル ブ

ミン」(87.1%)ノ 場 合 ガ 最 モ陽性 化 サv易 イ ト

言 フ結 果 ヲ得 タガ、 掲 リ余 等 ノ 分 離 シ タ 卵 白

「ア ル ブ ミ ン」附 加 ノ場 合 二限 ツテ、 陽性 化 ス ル

モ ノ ヲ1例 モ認 メナ カ ツ タc

慰
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4

6)糞 便 内 「トリプ シ ン」量 トT濫 反 量

健 康 人 ノ糞 便 申 二 「トリプ シ ンJヲ 含 有 ス ル ヤ
ココ

杏 ヤハ其 ノ設歴々デアヅタガ、近時一般二其 ノ㌧

存在ヲ認 メラレ、膵液分泌障碍時二八實際二糞
。便中 バ トリプシン

」ハ清失乃至減少スル事 モ明

カニサレテヰル。既述 ノ通 り無酸症乃至低酸症
〆

二八 履 くTr.反 鷹 が陽性 二親 ハvル 事 ハ大 西 ノ

認 メ タ所 ヂ、 「ペ プ シ ン」ノ減 少 乃 至機 能 減 退 が

Tr.反 騰 二關 係 ス ル様 二者 ヘ ラ レルn余 等 ハ腸

内蛋 白質 分 解 酵 素 タル 「トリプ シ ン」量 ノ如何 が

本 皮 慮 二影 響 スル所 無 キカ ヲ、Tr.反 慮 陽性 例

7例 、 陰 性 例21例 二筋 キ検 索 シタ。

「籔トリ プ シ ン」排 泄 ハ食 物 ニハ 直 接 關 係 ナ シ ト

サ レテ ヰ ル ノデ普 通 食:デ行 ヒ、 可 及 的 新 鮮 便 ヲ

材 料 トス ル様 心掛 ケ タ ガ、中 ニ ハ排 泄 後4-5時

間 経 過 後 二行 ツ タ モ ノモ ア～レ。 糞 便 二 八硬 度 二

於 テ種 々 ノ差違 ア リ、 嚴密 ニ ハ各 例 ノ糞 便 ヲ一

定 ノ硬 度 トシ、 其 ノー部 ヲ秤 量 シテ材 量 トス可

キ モ ノダ ガ、斯 様 ニ シテハ長 時 間 ヲ要 シ、 ソ ノ

間rト リプ シ ン」ノ憂 化等 モ考慮 サUル ノデ 、 其:

儘 秤 量 シ タ。 定 量 法 トシテr余 等 ハWynhausen

氏 法 ヲ質駒:二輕 便 ナ ル様 二幾 分 改 良 シテ實 施 シ

タ。 其 ノ原 理 トス ル 所 ハ 「カ ゼ イ ン」ハ 「ア ルカ

リ」性 デハ 容 易 二溶 解 スル 気 之 二酪酸 ヲ加 ヘル

ト忽 チ沈 澱 ス ル。 而 シテ 「カゼ イ ン」ノ消 化 産物

ハ之 が爲析 出 サ レル事 ナ シ ト云 フ事 實 ヲ利用 シ

タ モ ノデ ア ノヒ。 小 試験 管10本 ヲ トリ、各 管 二蒸

溜 水1ccm宛 入 レル。 第1試 験管 二10倍 稀 澤

糞 便 抽 出液(糞 便1g二 蒸 溜 水 ヲ 加 ヘ テ10ccm

トシ、 之 ヲ「ガー ゼ」デ 濾 過 ス・)1eemヲ 加 へ、

撹 搾 後 其 ノ1ccmヲ 次 ノ試 験 管 二移 ス。 以 下 同

様 二倍 藪 稀 澤 法 ヲ行 ヘバ20倍s40倍 、80倍 …

二稀 繹 サt/タ 糞 便 抽 出液 各1ccm宛 ヲ得 ル.各

試 験 管 二 〇。1%「 カゼ イ ン」溶 液 く「カ ゼ イ ン」19、

岳 苛 性曹 達2-3cc瓜 蒸 溜 水 工…GC'一)5cc田

宛 ヲ加 へ、 ヨ ク撹 搾 シ劣後 一書 夜 艀卵 器 三保存

ス ル。次 二1%酪 酸1-2滴 ヲ滴 下 ス ル ト、未 滑

化 「カ ゼ イ ン」ヲ残 ス試 験 管 カ ラ白濁 ヲ生 ズ ル。'

而 シテrカ ゼ イ ン」ノ 滑 化 サvル 強 度 ト「トリプ、

シ ンJ量 トハ 直 接 比 例 スル モ ノ ト言 ハ レ(Fr.

Volhard)r又 此 ノ反 慮 ハ全 部 「ト リプ シ ン」ノ作

用 二聾 ス ル ハ要 當 ナ ラズ、 一 部 ハ 「エ レブ シ ン⊥
ヘ

ニ員 フ所 ア リ トサvテ ヰ ル8「 トリ プ シ ン」墾 ヲ

現 ハ ス 輩位 ハ 糞 便 抽 出液1ccmガ0.1%「 ヵゼ

ィ ン」溶 液1cemヲ 潰 化 ス ル カ ヲ 以 デ現 ハ シ、

健 康 入 デ ハ通 常200以 上 ナ リ トサYテ ヰ ル。

實 験 成 績 ハ 第9表 呈示 シタ如 ク、Tr.反 慮 陰

第9表 喀庚附加試験蚊 二糞便 内「トリプシン」量
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過 ギ ナ イ。 健 常 者 二比 スvバ 幾 分 「トリ プ シ ン」

量 ハ減 少 スル モ/ト 言 ヘ ルC以 上 ノ成績 ニ ヨレ

バTr.反 懸 陽性 及 ビ陰 性 糞 便 間 二「ト リプ シ 鞠

:量ノ相 違 ヲ認 メ ナ カ ツ タガ、 然 シ健 康人 糞 便 ノ

「トリ プ シ ン」量 ハ可 成 リ一 定 ス ル モ ノデy之 二

死 ス ル トTr。 反 鷹 陽 陛糞 便 デハ 幾 分 減 少 ス ル モ

ノ ト言 ヒ得 ル0

総括拉二考按

以 上 ノ實 験 成績 ヲ通 ジテ知 ラVル 所 ハ、 成 人 肺

結 核 二於 チノン53%ノ 陽 性率:ヲ 示 シ、 其 内鶴 林

上 腸結 核 ト診 断 サ レル モ ノニ於 テハ84.6%ノ 陽

性 率 ニ テ、 同 ジ ク腸結 核 ノ疑 ヒ ノモ ノデハ40%

デ ア ツ タよ 瞭 然 上 腸 結 核 ノ症状 ヲ呈 スル場 合 二

八 確 力二陽 性 傘 八高 ク、.__..F方病 型 カ ラ見 ル ト晩

期 肺 結 核 二 陽性 率 が高 イ,甑 三舞 シ ク認 メ ラU

テ ヰル如 ク本 皮 鷹 ハ腸結 核 以外 ノ胃 、腸 ノ炎症

性 乃 至潰 瘍 性 機 轄 ノ存 在 スル縮 ユル消 化管 疾 患

二陽性 デ ア リi且 ヅ疾 患 ノ輕 快 乃 至 治 癒 二傾 ク

ニ ツVテ 陰 性 トナ ル黙 ハ 確 か二潰 瘍 ト密 接 ナ閣

係 ニ アル事 ヲ示 唆 スル モ ノデi其 ノ最 モ適當 ナ

例 ハ腸 「チ フ ス」デ アツ テ、 初期 ハTr.反 慮 陰 性:

デ ア ヅ タモ ノが潰 瘍 形 成 ノ第3乃 至 第4病 週 二

至 ツテ陽 性 二環 ハ レ、 潰瘍 ノ治 癒 期 タル第5乃

至 第6病 週 二至 ツテ再:ピ陰 性 二轄 ズル事 ハ此 間

ノ7青息 ヲ示 ス モ ノ ト言 ヘ ル。 其 他肝 臓 癌 、 肝 臓

徽 毒 、 「ネ フ ロー ゼ」等 ノ少 数 例 ニ モ陽 性 出現 ヲ

経 験 シタガ、 此 黙 二閣 シテ八 街 今後 ノ検 索 二様

ツ可 キ所 デ アル。
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な

糞 便 内血 液 存 在 ノ有 無 ハ 本 反鷹 モ重 要 ナ意 義 ガ

プ ル ト目 サ レテ ヰ ル ガ、 先 人 ノ認 メ タ如 ク余 等

ノ検 査 成績 二於 テ モ亦 漕血 反鷹 トTr.反 慮 ト ノ

間 ニハ ー 定 ノ關 係 ヲ見 出 シ得 ナ カ ツタ。

Robinson,大 西 等 ノ言 フ如 ク漕 血 反鷹 ノ陽性 ノ

程 度 デ ハ ナ ク、 相 當 ノ濃 度 二血液 ヲ混 ズル場 合

二 ぐTr ・反 鷹 ハ陽 性 二現 ハ レノレト言 フ事 實 ハ余

等 モニ ・三経 験 シタ 所 デ ア ル ガ、 試験 管 内 二於

テ血 液5滴 附 加 シテ反 鷹 ノ憂 化 ヲ検 スル ト、43

例 中19例(44.2%)陽 性 化 スル ニ 過 ギ ナ カ ツ タ

貼 カ ラス レバ、 反 鷹 ハ必 ズ シモ血 液 ノ存 在 ヲ必

要 ト シナ イ様 デ アル。 此 黙 ハ漕 血 反懸 陰性 例 デ

モ本 反 鷹 陽性 二屡 纏 遇 ス ル事 實 トー致 スル。

糞 便 内血 液 ノ存 在 ハ必 ズ シモ本 反 鷹陽 性 二必要
の

デハ ナ イ ト言 ヘ ル ガ、 血 清 「ア ル ブ ミ ン」、「グ ロ

ブ リ ンJノ 何 レガ 本 反疇 二 關 與 スル カ ヲ検 討 シ

タ所 二 依Vバ 、 血 清 「アル ブ ミ ンj、 「グ ロ ブ リ

ン」、「プ ソイ ドグロ ブ リ ン」ノ何 レニ ヨツ テ モ陽

性 化 ガ起 ル ガ、 特 二血 清 「グ ロ ブ リ ン」ガ 關係 深

・イ モ ノ デ アル ト言 フ結 果 ヲ得 タ
。

肺 結 核 患 者 糞 便 中 ニ ハ嚥 下 サ レタ喀 疾 ヲ混 ズル

モ ノ ト考 ヘ ラ レル ガ、余 等 ノ實 験 ニ ヨ レバ喀 疾

ノ混 合 ハTr。 反 鷹 二毫 モ影響 ナ キ事 ヲ明 力.Aシ

タ。

r欠二卵 白蛇 二卵 白 「アル ブ ミ ンJ、rグ ロ ブ リ ン」

ヲ夫 々附 加 シテ反 鷹 ノ攣 化 ヲ検 スル ト、 卵 白 二

於 テハ43%、 卵 白「グ ロ プ リ ン」二於 テハ18.7%

二 陽性 化 シ タ ガ
、 掲 リ卵 白「アル ブ ミ ン」二於 テ

ハ30例 中 陽性 化 ヲ 見 ナ カ ツ タ。 又卵 白 カ ラ精

製 サ レ タ武 田製 純 「アル ブ ミン」、「グロ プ リ ン」、

苛 性 曹 蓬 加 「アル ブ ミン」、苛 性 曹 蓬 加rグ ロ ブ リ

ン」ヲ夫 々附 加 シテ検 スル ト、何 レノ場 合 ニ モ陽
●

V結

1)臨 林 上 腸 結 核 ト診 断 サ レダ者 二於 テハTr.

反 鷹 ハ84・6%、 同 ジ ク疑iヒ ノ者 二於 テハ40%、

雨 者 合 シテj72.2%ノ 陽 性李 デ アル。
'
2)Tr.反 慮 ハ 腸結 核 以 外 胃、 腸 粘 膜 二炎 症 乃

至 潰 瘍 機 轄 ノ存 在 ト密 接 ナ關 係 ガ アル。
、

性 化 ヲ見 ル ガ就 中 「アル ブ ミ ン」(87。1%)ガ 最 モ

反鷹 二影 響 ヲ及 ボ シタ。斯 ク卵 白 「アル ブ ミンj、

「グ ロ ブ リ ン」ト卵 白 カ ラ 精 製 サ レ タ 純 「アル ブ

ミ ン」、「グ ロ ブ リ ン」トノ間 ニー 致 シナ イ成 績 ヲ

得 タ ケ レ ドモ、 少 ク ドモ食餌 中 二含 マ レル蛋 白

質 ガ胃、 十 二指 腸 デ漕 化 ガ充分 行 ハ レナ ィ場合

ニハ本 反鷹 ガ陽性 二出境 シ得 ル モ ノデ アル事 ヲ

窺 フ ニ足 ル モ ノデ アル 。此 黙 ハ1臨鉢 上 胃癌 、無

酸 症(乃 至 低 酸 症)、 胃 性 下 痢 或 ハ蛋 白質飽 食 後

二本 反懸 ガ屡 く陽 性 戸現 バ レル事 實 トー賑 相 通

ズ ル所 デ7ル 。 即 チ腸 ノ潰 瘍性 疾 患 ノ揚 合 二見

ラvルTr.反 鷹 陽 性ハ 潰瘍 面 カ ラ出血 セル血液

叉 ハ組 織 液 ノ「グロ プ リ ン」叉 ハ 「アル ブ ミ ン」ニ

ョル モ ノデ アル ト考 ヘ ラ レル ガ、 糞 便 中 ノ潜血

反磨STr.反 鷹 トハ密 接 力關係 ヲ示 サ ナ ィ貼 カ

ラ推 定 シテ血液 ヨ リモ潰瘍 面 ヨ リ滲 出 スル組織

液 ノ蛋 白質 ノ 方 ヲ 重 親 ス 可 キ モ ノ ト考 ヘ ラ レ

4レ。 然 シ食 餌 中 二含 マ レル 「アル ブ ミ ン」、「グロ

ブ リ ン」ノ如 キ蛋 白質 モ亦 其 ノ大 量 擁 取 二際 シ、

叉 胃 ・十 二 指 腸 二於 ケ ル 消 化 ガ 不 十分 ナ場 合 ニ

ハTr。 反 鷹 二影 響 ヲ及 ボ シ得 ル事 ハ既 述 ノ如 ク

デ アル。
チ

腸 内 蛋 白分 解 酵 素 タ ル 「トリ プ シ ン」 ノ 多寡 ガ

Tr.反 慮 二影 響 スル所 チキ カ ヲTr,反 磨 陽 性、

陰 性 糞 便 二就 イテ検 索 シ タ成 績 ニ ヨ レバ 、Tr.

鷹 陰 膜 便 デ㌧、.rSVブ シ ン」ハ20倍_1280

倍 稀 種 液 迄 陽 性 デ、 其 ノ量 ハ匠 々 デ ア ツ タガ、

此 中健 康 者 デハ可 成 リー 定 シ、 不 均600倍 稀繹

蔽 迄 陽性 デ ア ツ タ。 一 方Tr.反 鷹 陽性 例 デハ健

糖 者 二比 スル ト明 ラ カニ滅 少 シ、 李 均260倍 稀

繹 液 迄 陽性 デ ア ツ タ。 ～

論

3)Tr.反 鷹 ノ反 磨 物 質 ノ本 態 二關 シ テハ血液

ノ存 在 ハ 必 ズ シモ必要 條 件 デハ ナ ク、 又噺 下 サ

レタ喀 疾 ノ糞 便 内 混 入 モ本 反 鷹 ニ ハ影 響 ナ ク、

潰 瘍 面 カ ラ滲 出 スル組 織 液 乃 至 崩 壌 産 物 二因 ル

モ ノ ト考 ヘ ラ レル。 血 清 「アル ブ ミ ン」、「グ ロブ
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リ'ン」、「ブ ソ4ド グ・ プ リ ン」ノ何vモTr.購

二關 與 スル ガ、 就 中血 清 「グロ プ リ ン」ガ特 二關

係 深 イ様 デア ル。

4>糞 便 内 「トリ プ シ ン」量 トTr.反 鷹 陽性 、 陰

性 トノ間 ニハ劃 然 タル 關係 ヲ認 メナ カ ツ タガ、

Tr.反 鷹陽性糞便内「トリプシン」量ハ健常者 ノ

夫 レヨリ減少 ノ傾向アルヲ認 メタ。

稿 ヲ終ルニ當 リ懇篤ナル御指導御校閲 ヲ賜ハ リ

タル恩師美昔教授拉 二宮尾助教授二満膣 ノ感謝
ひ

ヲ捧 グ。 、
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